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 徒然に              小林 勉 

自己紹介；昨年１月に所沢ワイズメンズクラブに入会し

た小林勉（通称ベン）です。 

YMCA のプール教室には２０１３年４月から通っていま

す。４年程コーチについて泳いでましたが、体力や持病

の影響で他の生徒について行けずレッスンはあきらめ、

今は水につかることを楽しみに週５－６回通って健康

維持に励んでいます。よろしくお願いいたします。 

 ワイズのイベントには２０１８年９月の卓話会『議

題：埼玉 YMCAの働き』（小谷総主事）が初参加で、その

後も年に３－４回卓話会やイベントに参加してきまし

た。 

中でも印象に残っているのが、２０１９年９月の浅羽氏

の卓話「UNHCRの体験から YMCAを考える』です。 

 浅羽氏の 27 年間に及ぶ UNHCR（国連難民高等弁務

官:UN High-Commissioner for Rage）でのご経験の卓話

は,テレビや新聞で見たり読んだりして紛争地の現実／

難民の救済の実態はそれなりに理解していたと思って

ましたが、表層だけの理解しかしていないことを痛感さ

せられました。 

 アフガニスタンのペシャワルでの 90か所（100万人）

のキャンプ運営のモニター(毎週 4 日かけて９０ヶ所の

キャンプを訪問）。ソマリアでは、夜間(23時ー06時)は

発電機を停止する、という過酷な環境の中、電話網がな

いため無線通信機を使った地方事務所との連絡調整、そ

のような中で UNHCRの輸送トラックの強奪発生も。モザ

ンビークでの周辺 5 か国からのモザンビーク難民の帰

国準備（内容は、資金調達や人規模の会議の開催準備な

ど）。ボスニアでは難民の民族対立、周辺の国で避難生

活を送っていたコソボ難民のボスニア流入など、パキス

タンでの 100人規模の難民との対話集会では、集会を取

今月の聖句 
 

神は言われた。「天の大空に、昼と夜を分

けるものがあり、季節の日や年のしるしと

なれ」 創世記１章１４節 

 

 
 

会  長  東 裕二    クラブ会長主題 「だれかのためにできることを」 

副会長   小関京子    国際会長 ウルリック・ラウリドセン ‘Let Your Light Shine’「輝かそう、あなたの光を」 

書  記  宮地輝子      アジア太平洋地域会長 Chen Ming Chen(台) Beyond Self and Be The Change 

会  計  金本伸二郎     東日本区理事主題 佐藤重良 (甲府 21)「未来に向けて今すぐしよう」   

  関東東部部長主題 工藤大丈（ベイサイド）「新規技術（テクノロジー）を縦横に 

駆使し、効率を重んじる。すべては、プレミアムな価値と体験を産むために」 

 

 

 

                   関東東部部長主題 大澤和子(所沢)「私の地域から世界に広げよう青少年を支えるワイズの輪・和・ワッ！」 

 

4 月例会プログラム 

川越クラブとの合同例会で、川越散策です。 

 

日時：2023 年 4 月 22 日（土）13:30～  

場所：ウェスタ川越第 1 会議室（川越市新宿 

  町 1-17-17、川越駅西口徒歩５分）  

料金：無料（バス代、喫茶店で飲み物は実費）  

 

☆見学予定  

13:30  ウェスタ川越第 1 会議室に集合  

13:35～14:15  川越と喜多院についての 

 学び  

14:25  川越駅東口よりバスに搭乗し喜多 

院に移動  

14:40～15:30  喜多院の見学、周辺散策  

15:40  解散（時間のある方は喫茶店にて 

  休憩）  

15:40～ はすのかカフェ 

（川越市小仙波町 1-3-7 の 2）にて休憩  

申し込み 東会長まで連絡してください。 

4 月 14 日(金)締め切りです。 

※知人・友人を誘う場合も一緒に東会長に申し

込んでください。 

 

4 月 2023 年 通巻 400 号   

今月のテーマ：W4W（Week Waste)・RBM（ロールバックマラリア） 

RBM（ロールバックマラリア） 

 

 

RBM（ロールバックマラリア） 

「ＣＳ、グリーンプロジェクト ワイズメネット」 

ワイズ発展のための寄付による基金)」「JEF （Japan East Y’s Men’s Fund）」  1nternational Brother Clubs）:国際兄

弟クラブの締結推進」 

国際 

 C 
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り仕切っていた”長老”が退出した後、青年たちとの本

音の対話ができた、などなど実際に経験されたお話は、

その後これらの国のニュースを見聞きする度に思い出

しております。 

 私が経験したことでは、2001 年にクロアチアのザグ

レブに行った時、ビルや教会などの壁に無数の銃弾の跡

（現地の人の説明では、「10 年前の独立戦争時の爪痕」

とのこと）が残っているのを見て驚いたことくらいしか

ありません。 

 私は 20 代のはじめは漁業調査船の通信士をしており、

20 ケ国以上の外国の港を回った経験と、その後転職し

た仕事の関係で職域（航空関連）の国際団体に 25 年余

り関わってきて、欧米・東南アジアの 16か国訪問や JICA

の東南アジアからの研修生対応の経験があリますが、正

直なところ難民問題にはまったくと言ってよいほど関

心を持っていませんでした。 

 自分たちの身の回りのことだけしか考えが及ばなか

ったことに気付かされました。 

 

 ワイズ会員へのお誘いを受けた時、私が一番魅かれた

のはワイズの 5つの信条の中の「３．世界的視野を持っ

て国際親善に尽くそう」でした。 

 微力ながら、日々のくらしの一つの目標として、少し

でも国際親善の機会を求めていきたい、と思っていま

す。 

例会報告            小関 京子  

～3 月 21 日 埼玉 YMCA 創立 50 周年記念式典報告～ 

 

 小林勉さん・宮地輝子さん・小関と３名秋津駅で待ち

合わせ、そして会場日本バプテスト浦和キリスト教会で

澁谷ご夫妻とすみれ君と合流。５名プラス幼児一名で参

加しまし

た。  

９０名前

後の参加

者だった

でしょう

か。関連

団体・各

地の

YMCAの

方々・埼

玉 YMCAのスタッフも総出で、厳かに、そして心温まる

記念式と交流会と感謝会が行われました。  

 第一部は、３階の礼拝堂で厳かに。説教は上林順一郎

牧師（日本キリスト教所沢教会） 「かたちはいろいろ、

でもみんなは一つ」と題してお話をいただきました。世

界の YMCA のロゴマークの意味を分かりやすく、楽しく

お話していただきました。  

 全員の写真撮影の後、会場を変え、２階での第二部。

交流会・感謝会。創立時のメンバーでまだお元気でおら

れる方々のご苦労されたお話を伺うことが出来ました。

財産もなく気持ちだけで創立した埼玉 YMCA。部屋を借

りて机一つ。  

 50 年続いてきたことの重み、そこに連ならせて頂け

ている自分の存在が見えてきました。  

同行した小林・宮地お二方から、「ワイズメンが何をす

ればよいのかが見えてきて、参加できてよかった」のお

言葉をいただき、理事の端くれに連なる小関としてはと

ても嬉しかったです。 所沢ワイズメンクラブとして、

これからますます、自分たちで出来ることを見つけてみ

んなで、埼玉 YMCAを支えていきましょう！！   

  

1. 教育の到達度  

2. 健康と生存  

3. 政治的エンパワーメント 等  

 の観点から評価されるそうです。  

 日本の場合は、③に関してはとても良い評価をいただ

けているようですが、④に関しては悲しい結果であり、

２０２０年の発表では、何と１５３か国中１２１位とい

う評価だそうです。それは、女性の政治参加の低さであ

り、女性議員の少なさ、女性閣僚が殆どいない日本の政

治の在り方によるということです。  

 なるほど、グローバルな観点に立って国会を考えてみ

たことのない私でしたが、納得でした。見識を広めなく

てはいけないとつくづく実感した次第です。  

 

 
3 月例会 

所沢クラブ会員 9名 

（埼玉 YMCA50周年記念式典 6人） 

（東京グリーンクラブ 50周年記念式典 3人） 



例会報告            小林 恵子  

～東京グリーンクラブ 50 周年記念例会に参加して～ 

 

3 月 21 日春分の日、北の丸公園を眼下に見下ろす 

KKR ホテルで、東京グリーンワイズメンズクラブの 50 

周年記念例会が開かれました。 

 コロナ禍ということで人数に制限があり，所沢クラブ

からは、前関東東部部長の大澤和子・小林茂和，恵子の 

3 名。私たち夫婦は、以前神田川船の会というイベント

に参加させて頂いたご縁での参加ということになりま

した。 

 グリーンクラブの会員の皆様の平均年齢は７４．９歳

とのことですが、とてもお元気で、おそろいの神田川船

の会と書かれた法被を身にまとってのお出迎え。さすが

江戸っ子という粋な雰囲気を醸し出しておられました。 

会長様のご挨拶、御来賓のご祝辞のあとチェロとバイオ

リン ピアノのコンサートが催され、とても素敵な時間

を過ごさせていただきました。 

 半世紀の間、さまざまな活動を通して地域に貢献され、

青少年の育成に尽力を費やされてこられたこと、本当に

素晴らしいと思いました。 

 クラブの皆様の楽しげなご様子から、この 50 年実

りの多いかけがえのない時間を過ごされてこられたの

だと肌で感じました。これからも益々アグレッシブに活

動を続けていかれることと思います。そして後に続く私

たちに身をもって活動の楽しさを示して下さっておら

れるのだと思いました。 

ワイズ報告             東 裕二 

・3/9と 3/14にワイズメンズクラブやコアな YMCA会員

に向けた新施設お披露目ツアーがありました。 

施設の名称は 「公益財団法人埼玉 YMCA 子育て 

子育ちセンター」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・3/20(月)に野村路子さんのお宅にて講演会の打合せ

をしてきました。6/25(日)に新しい別館となる「子育

て子育ちセンター」で開催し、平和について考えるこ

とと地域の方への施設お披露目も兼ねて行うことに決

まりました。具体的な内容は詳細が決まり次第お知ら

せします。 

 

 

ＹＭＣＡ報告           太田 昌孝 

3月 21日（祝・火）日本バプテスト浦和キリスト教会

において、「公益財団法人埼玉 YMCA 創立 50周年記

念式典」が行われました。各方面からのご出席を頂

き、総勢 80名程の参加をいただきました。所沢ワイズ

メンズクラブの方々にも御臨席頂きましたこと感謝い

たします。 

また新年度を迎えるにあたり、各プログラムの準備を

進めております。先日見学会を行いました児童クラブ

の施設ですが、館の名称を「公益財団法人埼玉 YMCA

子育て子育ちセンター」として新たな歩みをはじめま

す。皆様もどうか心におとめ頂き、子どもたちの健や

かな成長を願っていただければと存じます。 

野村路子氏との打ち合わせ報告      大澤和子 

3月 20日、東会長、小関副会長、宮地書記と私の 4人

で、川越の野村路子さんのお宅に伺って、打ち合わせを

してきました。イスラエルから帰国したばかりで「つか

れました」とおっしゃる先生に、時間を作っていただき

ました。話し合

い確認したこと

を報告いたしま

す。細かいとこ

ろは、皆さんと

相談しながら温

かい会にしたい

と思っていま

す。是非お子さ

んやお孫さんと

一緒に参加してください。 

① 日時：6月 25日 14:00~16:00  

② 開催場所：公益財団法人埼玉 YMCA子育て子育ちセ

ンター（センターのお披露目を兼ねる） 

③ 対象：小中学生、保護者、すべての平和を祈る人々 

④ 内容：テレジンの子ども達の絵を鑑賞しながら野村先 

   生の話を聞く。  

今後の行事予定          東 裕二        

04/01（土）    ブリテン発行（一面：小林勉） 

04/中旬？     関東東部評議会 

04/22（土）    ４月合同例会（川越散策）  

例会報告：小林茂和 

05/01（月）    ブリテン発行（一面：須田聖子） 

05/13（土）18：00 ５月例会 例会報告：小林勉 

06/01（木）    ブリテン発行（一面：澁谷弘祐） 

06/3・4（土・日） 第 26回 東日本区大会 

06/10（土）18：00 ６月例会 例会報告：須田聖子 

06/25（日）14：00 野村路子さん講演会 

「テレジンの小さな画家た

ちのお話会」 

所沢クラブブリテン 400号記念と埼玉 YMCA・東京グリーンクラブ 50周年記念奇しくも重なり 

                  おめでとうございます！ 


